
聖年を生きる
主任司祭 千葉俊一

 12 月 24 日にローマのサンピエトロ大聖堂の聖なる扉が開かれ、2025 年の通常聖

年が開始しました。29 日には日本を含む世界中の司教座聖堂において、聖年の開始を告

げるミサがささげられます。

 聖年とは、改めて言うまでもありませんが「主が恵みを与える年」を意味します。罪の

赦しと償いの免除が与えられ、また正義と平和の実現を特に祈る一年です。この聖年とい

う伝統の根底には旧約聖書（レビ記など）に述べられている「ヨベルの年」の理念がありま

す。全ての貸し借りは帳消しになり奴隷は解放される、弱者にとって文字通り苦しみから

の解放となる規定でした。

 今回の聖年を公布するにあたり、教皇フランシスコが掲げたテーマは「希望」です。人

類の歩みにおける時間が一気に逆戻りしたかのような暗澹たるこの世を、わたしたちは

神から与えられる希望を抱いて過ぎ越して

いきます。神の救いは主イエスの降誕がそう

であるように、ひそやかに、多くの人が気づ

くことのないまま芽生えていきます。「希望

は欺かない」—教皇様の呼びかけに応えて、

わたしたちも聖霊に力強く導かれて今回の

聖年を生きていきましょう。

（発行者）富士吉田カトリック教会
（住所）〒４０３－０００５
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ザビエル祭 2024

佐々木 カブリー二 成子

 11 月 23 日の勤労感謝の日、東京にある日本カトリック神学院では今年も「ザビエル祭」が

行われました。私は何を期待すればいいのか分からないまま、山梨地区の日曜学校のリーダーと

子供たちとで自分にとって初めてのザビエル祭に参加しました。

 高速を降りて神学院に向かうと、ザビエル祭に向かうシスター達や信徒の方々がぞろぞろと

歩いているのを見て、気持ちがウキウキしてきました。駐車場を探すのに一苦労したくらい、大

勢の人々が集まってきました。

 神学院の中に入ると人があふれていました。すぐに他の日曜学校の方たちと合流して予定を

確認するとまもなくごミサが始まりました。私はごミサ中、子供たちと一番前の特等席に座り、多

くの神父様が聖体を祝福している様子をすぐそばで見られました。

 ごミサが終わった後、信徒の方とその息子さんと一緒に院内を回りました。今年はぎんなん

販売、院内ツアー、古本市、子供企画、そして数々の食品が並べられていました。私は最初に焼き

そばと焼きおにぎりを外のレジャーシートで楽しみました。幼いころの遠足を思い出し、食べ物が

とてもおいしく感じました。その後は神父様の一人が院内ツアーをしてくださったのでそれに参

加してみました。通常では入ることのできない神学生たちの居室が見られて新鮮でした。そこに

同年齢くらいの男の子たち二人が通りがかり、「なんか案外良い暮らしじゃね？神父様になるの

も」と話しているのを聞いて、「ああ、こういう機会を通して神父様になる人たちもいるのかな」

と思い、なんだか嬉しくなりました。

 その後、古本市にも寄ることができ、カトリックに関するさまざまな本を持ちかえることもで

きました。時間の都合で最後までは居られなかったのですが、私たちの日曜学校のみなで最後に

合流をし、集合写真を撮って解散になりました。来年も絶対に参加したいなと強く思います。

 今回のザビエル祭のテーマは「すべての人を一つにしてください (ヨハネ 17 章 21 節)」で

した。このテーマのもと、1000 人以上の信徒が集合し、共に礼拝に預かり、ご聖体をいただき、

食事を共にすることが実現できたのはとても素晴らしいことだと思います。そしてこれからもイ

エス様が父と一体であるように、私たちも教会としてお互いに仕え、励まし、信仰が強められ、一

体となることができますように、神に祈ります。



12 月教会委員会議事録
２０２4 年 12 月 7 日実施

出席：千葉神父・江守・大野・福永・和田（あいうえお順）・佐々木成子（オブザーバー）

１、司教訪問日決定を受けての来年度年間行事予定の作成

＊梅村司教様の訪問日は 8 月 24 日、堅信式を実施する。

＊聖母被昇天のお祝いと初聖体は 8 月 17 日に実施。2 つのお祝いを兼ねて、簡単なパーティを行う。

2、聖年にあたっての巡礼企画

＊来年 2025 年は「通常聖年」となり巡礼の実践が勧められている。富士吉田教会として巡礼を行うかどうか。

＊過去に何回か他教会へバスで巡礼したことがある（雪の下教会、藤沢教会など）。横浜教区の巡礼指定教会はカトリック山手

教会だが、山手教会でなくてもよいので、巡礼をやる方向で、信徒の希望を聞きながら時期、場所を選定。

＊山梨地区の行事が 4 月以降に入る可能性がある。信仰を伝える部門で 5～6 月山梨地区で富士の聖母訪問？

３. コピー機の新規リース契約について

＊今年のコピー機のトナー代が例年の３倍に膨らみ、業者から、カウンター方式への移行と新機種リースの提案。

＊本年度は「70 周年記念誌」や「おとずれ 500 号記念誌」という要因があった。

＊現在のコピー機の維持費は年間 1.4 万円だが、印字品質が劣化。新機種は年間 19 万円（5 年リース）となる。

＊再度 12/16 にリコージャパン担当者と共同代表で話し合い、カウンター式か、トナー使用かを検討。

＊「おとずれ」に関してはペーパーレス化を推進すべき。定期的な印刷物の削減に努めることが必要。

4. 行事企画チーム

＊11 月 24 日 「感謝と喜びの集い」報告 収支報告。信徒有志野菜等係の献金など 226,412 円。日本ユニセフ、国連

WFP、明泉会インドスポンサーシッププログラムに各 75,000 円ずつ寄付

＊開始、閉会の合図は明確にした方が良い。

＊試みとして幼稚園、くじらっこにチラシを配布したが、配布時期を早くした方が良い。（11 月第 2 週は遅かった）

＊子犬コーナーは注意事項をきちんと明記したほうが良かった。（犬の毛をむしらないでとか）

＊12 月 15 日 黙想会後の食事会 コンビニのお弁当を希望者募り注文。

＊12 月 24 日 ミサ後パーティ、25 日茶話会 打合せを 8 日信徒の集い後に行う。ミサは聖堂のみ（リモートはしない）

＊「感謝と喜びの集い」の際に園庭でマイクを使った折りの不調について～教会の音響設備の見直しの必要性があるのでは。

＊映像とは違い、音響設備の見直しは難しい。聖堂の音響を整備は、Wi-Fi 利用も視野に大野、バンデアで検討。

５. 典礼委員会

＊成人を迎える信徒のお祝い。 1 月 1 日あるいは 5 日、12 日

＊元旦ミサに与れる人の確認を取りたい。特に聖歌隊の出席者確認。清掃なし。お知らせも特別なことが無ければしない。

＊幼稚園先生方には無理の無い程度にご参加いただくようお知らせした。

＊24 日富士五湖ダルクの方々、ミサに参加。ミサ前の駐車場整理をお願いする。

＊キャンドルサービス用のろうそくを 12 月 22 日に行う。

６. 教会墓地運営規約作成について

＊通常の教会委員会とは別枠でこの問題に限った教会委員会の場で話し合うこととする→12 月 14 日 10 時より

＊（合）不動産霊園管理より規約改定の連絡。問い合わせ先、料金表制定、ホームページ開設、メールアドレス登録依頼、およ

び、現地建物駐車場改廃など。これを機に、富士吉田教会の墓地規約も改正が必要。

＊教会のメールアドレスは非公開だが、登録することにする。

7. 営繕委員会

＊換気口工事終わる。エアコンフィルター掃除行う。香部屋の給水管ヒーターの断熱材劣化部分の修理完了

＊リズムホールで行事をした時など、延長コードが必要なことがある。オレンジ色（使い勝手の良さ）の線のドラムを購入。

8. 広報委員会

 ＊「おとずれ」バックナンバーの電子化予定。1 月号は 18 日（水曜日）原稿締め切り、25 日ミサのあと印刷予定。

9. 日曜学校

 ＊終業式 12/15 予定だったが、8 日へ変更。来年度、堅信者と初聖体の進め方、ミサ後、神父様を含めてのリーダー会議

10. その他

 ＊新しくディスプレイ及びモニタースタンドを設置しリモートミサを行う

 ＊本年にかかった経費、レシートはできるだけ、本年中あるいは 1 月早々に財務に提出してほしい

 ＊12 月 15 日黙想会があるため、聖歌隊練習の場所を集会室に変更お願い。



臨時教会委員会議事録
日時：12 月 14 日（土）午前 10 時～正午＠場所：信徒館集会室

出席者：千葉神父、新井、江守、曾根、小林、大野、福永、和田

1. 御聖堂掃除当番について

決められた地区ごとの当番が守られておらず、掃除をするメンバーはいつも同じだという指摘があり、掃除の手順などを含め

見直しをするべきではないかと検討をした。当面、以下の方法に変更して、様子を見る。

・地区当番制を廃止して、その日に掃除のできる人が行う。

・教会委員が一人、掃除リーダーとして、掃除を統括する。

・普段の掃除には、掃除機を使わず、現在使っているダスキンモップ 2 本に、もう 1 本追加する。

・床はモップとクイックルワイパー、祈祷台・桟などは除菌シートを使ってきれいにする。

・入り口周辺を掃き掃除する。

・掃除リーダー 第一：大野（日曜学校）・（曾根）、第二：新井・福永、第三：和田・（曾根）、第四：小林・（江守）、第五：江守

・ミサ後のお知らせで、信徒にお伝えする。

2.教会墓地について

・12/1 の墓参は若い世代からも参加があり、実際の共同墓地を一緒に見ることで理解が深まった。

・教会の共同墓地・合葬墓地の周辺はカトリック信徒の区画が多く、仏式の墓石が並ぶ区画とは趣が異なっている。

・共同墓地周辺の区画は、富士吉田教会に属した方の区画が大半だが、富士吉田教会でない方の区画もみられる。

・周辺の趣も含めて保存したい気持ちは理解できる一方、区画を相続したご家族が引き払うケースも出てきている。

・共同墓地の隣は通路にも見えるが、空き区画。仏式の墓石が建つことも考えられるが、実際は立てづらいと思われる。

・カトリック教会の経済的な見通しを考えると、周辺の趣を保存することは不可能と思われる。

・また、富士吉田教会ができるだけ長く墓地を維持するには、現在の４区画を、実需に合わせて減らし調整する必要がある。

・そもそも富士吉田教会の墓地規約には、合葬墓地と共同墓地の運用について、明確な記述が少ない。共同墓地内の一部を合

葬墓地扱いとして運用することも不可能ではない。

案①合葬墓地１区画を手放す方向で検討に入り、原状復帰にかかる費用の算出が必要。

案②またあわせて、共同墓地３区画を２区画に減らす場合にかかる費用について見積もりを行う。

次回は、1 月 11 日の教会委員会で、使用条件など規約について検討を進める。

教会日誌（2024 年 1１月 16 日～12 月 15 日）
【11 月】

17 日（日）「地区内の親睦を兼ねて歌でつながる会」（山梨地区共同宣教司牧委員会・自ら祈る力を育てる部門） 於：富士吉

田教会聖堂・信徒館集会室 講師：菊池香織、参加者：富士吉田、甲府、塩山より21 名

     行事企画チーム 感謝と喜びの集い最終打合せ、遊休品整理

24 日（日）「感謝と喜びの集い」於：幼稚園園庭、信徒館 ミサ後～12 時半

     クリスマスシルミネーション設置（営繕委員、富士五湖ダルク、千葉神父）

26 日（火）聖堂東側床下換気口雨水侵入防止仮工事（営繕委員会）

27 日（水）外水栓水抜作業 2 カ所、クリスマスイルミネーション点灯確認（営繕委員会）

【12 月】

1 日（日）信徒会・日曜学校 教会墓地墓参 参加 24 名     神父様、共同代表会議

     石油ファンヒーター断線修理（営繕委員）

7 日（土）典礼奉仕者養成コース（第 6 回）於：大船教会・教会委員会

14 日（土）臨時教会委員会 8 日（日）信徒の集い

共同墓地

合葬墓地



２０２４年 11 月 24 日（日曜日）感謝と喜びの集い 反省

小春日和の一日、皆様のご協力で感謝と喜びの集いを行うことができました。

例年のように、富士五湖ダルクの皆様の焼きそばコーナーに加え、富士北麓聖ヨハネ支援センターのご協

力のもと、ヨハネ煎餅やヨハネ学園の利用者さん方の器販売が行われました。ベトナム料理やフィリピン

やインドネシアのお菓子など国際色豊かな会に加え、仔犬と触れ合うコーナーなど新しい企画にチャレン

ジした会となりました。

夏場の信徒有志野菜等係よりの献金を含め 226,412 円のご寄付をいただき、日本ユニセフ、国連

WFP、明泉会インドスポンサーシッププログラムへ各 75,000 円献金させていだきました。

以下簡単に当日の反省とさせていただきます。

♢スタートの時間をはっきり決める。

今後の改善点としては＊入口に紐を引いて、合図と共に始める。＊品物の上に覆いをかける。

♢スタートの時間まで始めない。売らない。

 次回は神父様の駐車場を使わないで、園庭で全部やるようにしたい。（晴れの時）

 幼稚園にチラシ等配布したことにより幼稚園の父兄が４家族来てくれる。

 （幼稚園への呼びかけについてこれからの課題）チラシの中に地図を入れる。

 駐車場がすぐに一杯になった。（ミサに来た信者でほぼ一杯）次回への課題

 マイクの音が聖堂の中に響いていて道路の方まで届いていた。マイク設備を検討する。

 マイクはビンゴの時だけでなくもっと活用した方がいい（遊休品の紹介とかコーナーの紹介）

 司会をおく

遊休品

＊遊休品を出してくださった方に値段をつけてもらう。残った場合に値下げしていいかも聞いておく。

＊売れ残ったものについて担当が処分ではなく行き先を探してくださいました。

『CD・えほん』 クリスマスまで毎週日曜日集会室に置き販売（クリスマス献金にする。）

『ぬいぐるみ』 忍野村エンジェルの森保育園に寄贈（提供者大橋さんの御意向）

忍野子育て支援センター・富士吉田子育て支援センター

『食器類・毛布』 河口湖にある「僕のコーヒー」で外国人留学生のために役立ててもらう（提供者曾根

了承）

『サレジアンシスターズ』 から頂いた物で残った物と他の物も引き取って下さいました。

＊係では必要とする方・場所にお届けすることが有効な活用の仕方であり提供してくださった方の思い

に沿うことではないかと考えております。

カプセルすくい

＊（日曜学校）50 個？1 回 100 円になっていたが連携不足でお釣りを用意せず、途中から無料にする。

＋気持ちで頂く。（９２０円）１００円だとしたらカプセルの中身をもう少し考えたい。

ビンゴ

＊カードを１１０枚くらい配った。商品１６０個くらい（お菓子が余った。クリスマスパーティの時に使う）

＊景品の寄付もたくさんあり（米、クオカード、商品券など）良かった。

＊カードを有料（１００円）にしてもよいのではないか？と言う意見もあったが、今後も楽しむ目的で無料

にする。

＊菅原るみ子さんの司会進行はとてもよかった。

＊手を休めて全員でやることになっていたがベトナム料理コーナーは忙しく休めず。

＊ビンゴの景品を見て売り物と勘違いする方が多数いたので係が付いているか表示する必要がある

野菜コーナー



＊完売。係が来る前に売れ始めて慌てた。新しい試みとして香川の無農薬柑橘類も目新しかった。

婦人部

＊栗ご飯 2 升 5 合で 45 パック完売

子犬ふれあいコーナー

＊毛を引っ張られ犬がおびえることがあった。〔事前に説明する必要があった。〕

ベトナム料理コーナー

＊スペースが足りなくて巻く場所がなかった。テーブル 2→３台に増やす…

＊食事もとれずビンゴに参加できなかった。手伝い協力、説明が必要だった。

お菓子、パンコーナー、コーヒーコーナー

＊フィリピンのお菓子、インドネシアクッキーなど新しい試みが好評、サレジアンシスターズよりの献品も

ありがたかった。

聖具コーナー

＊聖ヨハネ会より協力いただく。場所などの工夫が必要だった。

ネグロスのカード

現地で作れなくなったため次回から中止

ヨハネ学園

 ＊また、来年も参加したい。

富士北麓聖ヨハネ支援センター センター長平賀さん 0555-24-8390

準備するもの

＊テーブル教会６脚・幼稚園９脚・低いテーブル 10 脚・幼稚園長椅子・黒板・テント２張り（新井）・椅子（教

会）

＊園庭の砂をテーブルの脚についてしまったので、次回から脚にカバーをかけるなどの工夫必要

＊集いの規模は諸々のことを考えると現状維持が望ましいようだ。

感謝と喜びの集いのアンケート

良かったと思う企画 3 つに〇をつけてください。

遊休品コーナー ビンゴ

焼きそばコーナー ベトナム料理

野菜コーナー フィリピン料理

聖具コーナー・ネグロスカード ヨハネ学園コーナー

手作りコーナー（お菓子他） 子犬ふれあいコーナー

カプセルすくいコーナー 婦人部栗ご飯他

コーヒー・ジュースコーナー

差し支えなければ理由を教えて下さい。

改善点があれば教えてください。



教会記録

12 月 24 日 帰天  マリア テレサ シスター門奈正子様（サレジアン・シスターズ）

修道院長として富士吉田教会のことを真摯にお考えいただき、ありがとうございました。

こ よ み

1 月

日付 教会暦 行事内容等 日曜学校 掃除リーダー

1/1(水) 神の母聖マリア（祭） ごミサ 10:00～ × 大野

1/5（日） 主の公現（祭） クリスマス片付け × 新井・福永

1/11（土） 教会委員会・墓地委員会

1/12(日) 主の洗礼 信徒の集い・日曜学校 始業式 〇 和田

1/19(日) 年間第２主日 聖歌隊練習 〇 小林

1/26(日) 年間第３主日 世界こども助け合いの日献金 〇 江守

御ミサは毎週日曜 9:30 開始です。変更ある場合のみ表に記載します。

2 月以降の主な予定

・2 月 9 日 信徒の集い（2024 年度決算報告）

        ソテツの葉の回収開始→3 月 2 日まで

・3 月 5 日（水） 灰の水曜日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

 イタリア語教室（月曜１０時）：1 月 20 日、27 日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

１月のミサ奉仕

日 先唱 第１朗読 第２朗読 香部屋

1 遠藤 伸子 和田 一郎 東海林義夫 曾根 美香

5 江守香代子 曾根 慈原 吉村 希望 中村すみ子

12 大野 隆 ヴ ティ ホア 小林恵美子 角 幸子

19 東海林義夫 宮本 二郎 グエン ティ カ 小林恵美子

26 曾根 美香 遠藤 伸子 山田 恵子 江守香代子


